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「過労死等の実態解明と防止対策に関する総合的な労働安全衛生研究」 

分担研究報告書（疫学研究） 

 

情報通信業の労働者の労働環境要因と爪に含まれるコルチゾールの関連 
 

研究分担者 井澤修平 独立行政法人労働者健康安全機構労働安全衛生総合研究所 

過労死等防止調査研究センター・上席研究員 

 

＜研究要旨＞ 

【目的】本研究では、過労死等多発職種の一つである情報通信業の労働者を対象に、心理社

会的なストレス、長時間労働、メンタルヘルスと爪のコルチゾールの関連を検討することを目的

とする。本稿では、現在、実施中の本研究計画の概要とオンライン調査の結果を示す。 

【方法】本研究は、オンライン調査と 4 週間にわたる爪の採取から構成されており、2023 年 10

月から調査会社を通して実施されている。対象者は 20 歳から 49 歳の情報通信業の労働者

1,000 名を予定している。オンライン調査では、人口統計学的要因、労働要因（職種、勤務シフ

ト、労働時間など）、心理社会的要因（職業性ストレス、メンタルヘルス、ソーシャルサポート、情

報通信業に特異的なストレッサーなど）についての項目を含めた。爪の採取については、10 本

の手指の爪をジップロックに切りためるように依頼する。期間は 4 週間とし、2 週間ごとに、その

期間にのびた全ての爪をジップロックに採取するように求める。採取するためのジップロックは

研究参加者の自宅に郵送し、採取された爪検体は、郵送で回収する手続きとした。得られた爪

検体からコルチゾールを測定し、上述の労働要因や心理社会的要因との関連を検証する予定

である。 

【結果】研究計画に基づき研究が開始され、現時点で 870 名の対象者からオンライン調査のデ

ータと爪試料を取得している。オンライン調査のデータを解析した結果、本調査では、情報通

信業の中でも、情報サービス業の労働者が 6 割以上を占めていた。また、週当たり 60 時間以

上の労働時間の労働者は比較的少なかったが、11 時間未満の勤務間インターバルを経験し

ている労働者は 2 割程度含まれていた。情報通信業の労働者に特異的なストレッサーとしては

「突発的なトラブル処理作業」の経験が最も多かった。職業性ストレス簡易調査票で得られたデ

ータについて、厚生労働省の基準に従って「高ストレス」に該当するものを算出した結果、16%と

やや高い割合が示された。 

【考察】現時点で得られたオンライン調査のデータから、本調査に参加した労働者の人口統計

学的要因、労働要因、心理社会的要因が示された。今後、これらの特徴と爪のコルチゾールの

関連を検討する予定である。 

【この研究から分かったこと】本稿では、情報通信業の労働者を対象とした爪のコルチゾールの

研究の概要と、現時点までに得られたオンライン調査の結果を報告した。情報通信業の労働者

の環境要因、心理社会的ストレス、メンタルヘルスと爪のコルチゾールの関連が明らかになれ

ば、この爪のバイオマーカーが過重労働による生体負担の評価指標として有用であることが示

唆される。 

【キーワード】コルチゾール、爪、情報通信業 
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Ａ．目的 

心理社会的ストレスはメンタルヘルス不調を

引き起こすことは一般的に知られており、近年、

この心理社会的ストレスによる生体負担の評

価方法としてコルチゾールに注目が集まって

いる。コルチゾールは副腎皮質から放出される

ステロイドホルモンであり、ストレスとの関連で

最もよく研究されている物質である。コルチゾ

ールは免疫系や中枢神経系などに対して

様々な生理的作用を有し、心理的・身体的な

健康状態を考える上でも重要なホルモンであ

る。コルチゾールはこれまで、血液や唾液の試

料から測定されることが多かった。しかしながら、

コルチゾールは朝高く、夜低いという大きな日

内変動があることが知られており、また、採取

時の状況（例えば、食事後の採取）によっても

値は変動することが知られている。このようなこ

とが影響してか、例えば、血中・唾液中のコル

チゾールと職場ストレスの関連は必ずしも一貫

していないことも報告されている 1)。 

このような問題を解決するために、本研究で

は爪に含まれるコルチゾールに注目する。ステ

ロイドなどのホルモンは爪が形成される際に爪

の組織に取り込まれるといわれている。手指の

爪は 10 日間で約 1mm 伸びるため、例えば、

1mm の爪からは、過去の 10 日間に蓄積され

たホルモンを測定できると考えられている（図１）
2)。血液や唾液はホルモンの“瞬時値”を反映

するの対して、爪は過去のホルモンの“記録媒

体”であり、慢性的な生体負担を評価する指標

として適している可能性が考えられる。爪の試

料は採取や回収が容易であることも大きな利

点である。しかしながら、爪のコルチゾールに

関しては、過去に少数の小規模な研究が行わ

れているのみであり 3)、さらなるデータの蓄積が

必要な状況である。 

本研究では、情報通信業の労働者を対象

に、心理社会的なストレス、長時間労働、メンタ

ルヘルスと爪のコルチゾールの関連を検討す

る。情報通信業は過労死等が多発している業

種の一つであり、特に、精神障害の事案が多

いことも報告されている 4)。長時間労働に加え

て、仕事の量や質の変化など、心理社会的な

ストレスも多いことが知られている 5)。これらの

関連を検討し、過重労働の生体負担を評価す

るバイオマーカーとしての、爪コルチゾールの

適用可能性を検討することを目的とする。本稿

ではこの研究計画の概要と現時点で収集され

たオンライン調査結果について報告する。 

 

Ｂ．方法 

1. 対象者 

本研究は、オンライン調査と 4 週間にわたる

爪の採取から構成されており、2023 年 10 月か

ら調査会社を通して実施されている。 

対象者は 20 歳から 49 歳の情報通信業の

労働者 1,000 名を予定しており、日本の情報

通信業の労働者の性別と年代の割合 6)を反映

させて対象者を抽出する。また、（1）経営者、

役員、自営業者、（2）副業・兼業をしている労

働者、（3）週労働時間が 30 時間未満の労働

者、（4）妊娠中のもの、（5）付け爪、ジェルネイ

ルを利用しているもの、（6）オンライン調査の

操作チェックの設問に適切に回答しなかった

もの、（7）手の爪の採取に同意しなかったもの

は、対象者から除外する。 

             
         

図 1 爪の構造とコルチゾールの取り込み（先行研究 2）より）：血中のステロイドなどのホ

ルモンは爪母基に受動拡散によって輸送され、ケラチンが形成される際に取り込まれると

考えられている（イラストの左側は皮膚や爪が透けて、その中の構造を示している）。 
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本研究は、労働安全衛生総合研究所研究

倫理審査委員会にて審査され、承認を得た上

で行われている（通知番号：2023N13）。また、

対象者には、研究参加同意書に記入を求める

ことによって、研究参加への同意を確認する。 

2. 調査項目 

オンライン調査では、人口統計学的要因、

労働要因、心理社会的要因などについての項

目を含めた。人口統計学的要因としては、年

齢、性別、学歴、世帯年収、居住形態、喫煙

習慣、飲酒習慣、身長、体重、運動習慣、睡

眠、疾患既往歴などに関する項目を設定した。 

労働要因としては、情報通信業の内容（通

信業、放送業、情報サービス業、インターネッ

ト付随サービス業、映像・音声・文字情報制作

業）、職種、事業場規模、勤務シフト（日勤、夜

勤）、労働時間、在宅勤務、勤務間インターバ

ルなどに関する項目を設定した。 

心理社会的要因については、職業性ストレ

ス簡易調査票 7)によってストレッサー、ストレス

反応、ソーシャルサポート、満足度について評

価を行った。また、新職業性ストレス簡易調査

票 8)の一部の項目によって、職場のハラスメン

ト、職場の一体感（ソーシャルキャピタル）、ワ

ーク・エンゲイジメントの評価を行う。K6 尺度 9)

によってメンタルヘルスを、HPQ（WHO Health 

and Work Performance Questionnaire Short 

Form）10)によって仕事のパフォーマンスの程度

を評価した。 

心理社会的要因については、その他に、情

報通信業の労働者に特異的なストレッサーとし

て、先行研究 5)を参考に、「厳しい納期」「急な

仕様変更」「顧客や取引先からのクレーム」「突

発的なトラブル処理作業」の経験の有無につ

いてたずねる設問を設定した。 

3. 爪の採取、ならびにコルチゾールの測定 

10 本の手指の爪をチャック付きビニール袋

に切りためるように依頼する。期間は 4 週間と

し、2 週間ごとに、その期間にのびた全ての爪

をチャック付きビニール袋に採取するように求

める。採取するためのビニール袋は研究参加

者の自宅に郵送し、採取された爪検体は、郵

送で回収する。4 週間の採取期間は、オンライ

ン調査の回答日からおよそ 3 週間後～7 週間

後に設定する。マニキュアやベースコートを利

用している場合は、除光液で落としてから採取

するように求める。 

爪の採取時には、爪の化学物質の曝露を

確認するために、石鹸、エタノール、台所用洗

剤、薬剤などの利用頻度についてもアンケート

でたずねる。 

爪検体からは、先行研究の方法を参考に 11)、

洗浄、粉砕、抽出、乾固の工程の後に、酵素

免疫測定法に基づくキット（Salivary Cortisol 

EIA Kit, Salimetrics LLC, PA, USA）によって、

爪に含まれるコルチゾールを定量する予定で

ある。 

4. 統計解析 

 研究参加者の人口統計学的要因、労働要

因、心理社会的要因について記述統計を示

すとともに、労働要因・心理社会的要因と爪コ

ルチゾールの関連を検証するために重回帰分

析を実施する。重回帰分析では、人口統計学

的要因も調整要因として適宜、投入する。爪コ

ルチゾール値は正規分布が確認されない場

合は、対数変換などを施す。本稿では現時点

で収集されたオンライン調査の結果について

示す。 

 

C．結果 

現時点までに 870 名からオンライン調査の

データと爪試料を取得している。870 名の人口

統計学的要因、労働要因、心理社会的要因

の一部を表 1 に示す。対象者は、男性、40 代

の労働者が比較的多かった。情報通信業の中

分類では情報サービス業（受託開発ソフトウェ

ア業、情報処理サービス業、パッケージソフト

ウェア業など）が 6 割以上を占めていた。週 5

日以上のテレワークを行っている者も 2 割程度

含まれており、週当たり 60 時間以上の労働時

間の労働者は比較的少なかったが、11 時間

未満の勤務間インターバルを経験している労

働者は 2 割程度含まれていた。 

情報通信業の労働者に特異的なストレッサ

ーとしては「突発的なトラブル処理作業」の経

験が最も多かった。職業性ストレス簡易調査票

で得られたデータについて、厚生労働省の基

準に従って「高ストレス」に該当するものを算出

した結果、16%と一般よりもやや高い割合が示

された。 

 

D．考察 

本研究では、情報通信業の労働者を対象

に、心理社会的なストレス、長時間労働、メンタ

ルヘルスと爪のコルチゾールの関連を検討す

ることを目的としており、本稿では研究計画の 
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概要と現時点で収集されたオンライン調査結

果について報告した。現時点で得られたオン

ライン調査のデータから、本調査に参加した労

働者の人口統計学的要因、労働要因、心理

社会的要因が示された。今後、これらの特徴と

爪のコルチゾールの関連を検討する予定であ

る。 

 

E．結論 

本稿では、情報通信業の労働者を対象とし

た爪のコルチゾールの研究の概要と現時点で

収集されたオンライン調査結果を報告した。情

報通信業の労働者は、過労死等が多発してい

る業種であり、特に精神障害の事案が多いこと

も報告されている。情報通信業の労働者の環

境要因、心理社会的ストレス、メンタルヘルスと

爪のコルチゾールの関連が明らかになれば、

この爪のバイオマーカーが過重労働による生

体負担の評価指標として有用であることを示

すことができると考えられる。 

 

F．健康危機情報 

該当せず。 

 

G．研究発表 

1. 論文発表 

なし 

2. 学会発表 

なし 
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